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2026 年、午（うま）年がスタートしました。新しい年の始まりは、心を新たにし、自分自身と向き合う

絶好の機会です。皆さんは、どのような目標や思いを胸に、新年を迎えたでしょうか。 

 「今年はこんな年にしたい」「こんなことに挑戦してみたい」という願いや意欲が、きっと一人ひとりの

中にあると思います。この午年のスタートにあたり、皆さんは“好奇心”を大切にしてほしいと思います。 

 好奇心は、授業の中で「なぜ？」と疑問が生まれたときにわいてきます。また、自分の関心や興味があ

ることに触れたとき、「もっと知りたい」「やってみたい」という気持ちが強くなります。これこそが、学

びの原動力となる“好奇心”です。つまり、皆さんが“好きなこと”を大切にすることが、好奇心を育て

る一番の力になります。好きだからこそ続けられ、好きだからこそ深く知りたくなり、好きだからこそ挑

戦する勇気が湧いてきます。また、読んだことのない本を開いてみる、新しいことに一歩踏み出してみ

る・・・そんな行動も、“好奇心”を広げるきっかけになります。 

 この一年、自分自身の「好き」と「好奇心」をじっくり探し、育ててみてください。午年なので、どん

な挑戦も「うま」くいくはずです。皆さんが大きく跳ねる一年となることを願っています。 

 

 

 

今年度も年明けから校内書初め展が開催されました。「不言実行」「燃ゆる思い」「未知への挑戦」「遥か

なる旅路」「理想の実現」など、各学年に合った新年らしい言葉が並び、教室には一人ひとりの思いが込め

られた力強い作品が掲示されました。毛筆で書かれた文字を見渡すと、筆使いや表現の工夫が、１年生か

ら３年生へと学年が上がるにつれて、経験を積んで成長しているのが伝わってきます。また、書初めに向

き合う静けさや集中した時間も作品から感じられました。 

 毛筆の文字には、古くから受け継がれてきた文字文化の伝統や、表現することの良さを改めて感じさせ

てくれる力があります。作品に込め

られた気持ちだけでなく、書の持つ

文化的な価値にも触れられる貴重な

機会となりました。 

現在はクラス展示が終了し、金賞

と銀賞を受賞した作品が昇降口に掲

示されています。ご来校の際には、

ぜひ毛筆ならではの美しさにゆっく

りと浸っていただければと思います。 
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  ※各学年の活動や、学校からのお知らせを掲載しております。ぜひ、ご覧ください。 

URL: https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/jhs/ichigao/index.cfm 

新年を彩る校内書初め展  ～筆に込めた新年の決意～ 



 

 

１月 24 日（土）、JICA横浜にて「ともに未来を創る拠点校」交流報告会が開催され、本校からは生徒会

本部役員５名が参加しました。会場には、小・中・高校の代表生徒をはじめ、連携している企業や NPO 団

体、各校の教職員など、多様な立場の参加者が集まり、今年度の活動について発表や意見交換を行いました。 

本校は、今年度取り組んできた「市中板 SDGs」について発表しました。これは、各委員会が 2030 年ま

でに達成したい目標を自ら設定し、分かりやすい言葉で表現したものです。たとえば、生徒会本部は「誰も

が思いやりをもち、過ごしやすい学校に」、生活委員会は「仲間の意見を尊重し、誰一人取り残さない」、福

祉委員会は「幸せが巡り、環る世界へ」、環境委員会は「安心して生活し続けられる環境をつくろう」など、

どれも生徒たちの思いが込められた目標となっています。 

発表では、本校の参加生徒５名が堂々と説明し、参加者からの質問にも落ち着いて答える姿が印象的でし

た。後半のワークショップ「『幸せを創る明日の風景』（GREEN×EXPO2027）は私たちが創る」では、５

名が各グループのファシリテーターを務め、小学生から積極的に意見を引き出すなど、頼もしいリーダーシ

ップを発揮していました。 

今回の交流報告会は、各校の工夫やアイディアに触れ、互いの活動を共有する貴重な機会となりました。

本校の生徒たちにとっても、ESD の学びをさらに深め、今後の活動の発展につなげる大きな刺激となりま

した。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

個別支援学級担当 

1 月 22 日（木）、「第 68 回横浜市立中学校・義務教育学校個別支援学級合同学芸会」が行われました。

今年度は都筑区と合同で行い、全 20 校の発表となりました。本校は、「チャーリーとチョコレート工場」

をモチーフに、学校で繰り広げられる不思議な物語を劇で表現した「ちょこっと不思議な物語」を披露し

ました。劇中に登場する 3 人の生徒の悩みは、クラスで聞いた「中学校 3 年間でなりたい理想の自分」か

ら作られています。毎年、言葉や身体による表現活動を通して表現力の向上を目指し、演目を考えており、

近年は劇に挑戦しています。 

12 月から、ダンスやセリフ、ナレーションに合わせたジェスチャーを繰り返し練習してきました。練習

を重ねるにつれ、学年を超えてアドバイスし合ったり、一緒に練習したりする姿が増え、クラスの団結力

がより強まりました。本番では、大きな舞台に緊張しながらも、客席から元気に登場し、拍手やライトに

彩られながら、身体いっぱいで表現した「楽しさ」が会場全体を包む発表となりました。 

3 学年が一緒に過ごす時間は残りわずかとなってきましたが、合同学芸会のスタート時に掲げた目標であ

る「自分が楽しいだけでなく、相手も楽しい」「伝わるは楽しい」を忘れずに、自分も相手も大切にしなが

ら共感し合える集団へ、さらに成長してほしいと思います。 

 

 

 

 

 

「ちょこっと不思議な物語」 ～みんなでがんばろー！～ 

「ともに未来を創る拠点校」交流報告会 ～市中板 SDGsを発信～ 


